第２学年 理科学習指導案

場　所　 別海町立野付中学校　理科室

指導者　 教諭　氏家　拓

１　単元名　　2分野　気象とその変化　４―１大気の動き（教育出版）

２　本時の目標

· 地球規模の大気の動きについて、関心を持って調べ、話し合うことができる。【関心・意欲・態度】

· 低緯度地域と中緯度地域の大気の動きを調べて、赤道付近では東寄りの風が吹き、日本付近では偏西風の影響があることを指摘できる。【思考・表現】

３　使用する教材

· ダジック･アース（ノートPC、プロジェクター、黒板用の1m半球）

· バレーボールにテープを貼ったもの（地球と大気の層の厚さを示すモデル）
· 地球儀（地球モデル）

· ライト（太陽モデル）

· ワークシート「大気の動き」

· ホワイトボードとペン（グループの数）

４　本時の展開　

	
	学習活動
	指導上の留意点
	備考・評価

	導入

５分
	1. 大気の層の厚さ、太陽から受けるエネルギー量の違いについて知る。
	· 大気の層の厚さを予想させ、バレーボールにテープを貼ったモデルを提示。高度10kmまでの狭い範囲で、気象現象が起こっていることを確認する。
· 太陽から受けるエネルギー量の違いについて、地球儀とライトのモデルを提示。これにより、大気の動きができることを確認する。
	

	展

開

４０分
	２. 本時の課題を把握する。


３．低緯度地域の大気の動きで気づいたことは？個人の考えを書く。

４．グループで考えをまとめてホワイトボードに記入し、発表する。

５．中緯度地域の大気の動きで気づいたことは？個人の考えを書く。

６．グループで考えをまとめてホワイトボードに記入し、発表する。


	· 課題を提示する。

· ダジックアースの使用コンテンツは「春の雲の動き」

· ワークシートを配布、時間設定をする。（個人で考えを書いた後にグループでの話し合い活動へ）

· 東から西に雲が動いているので、東寄りの風が吹いていることを確認する。

· ダジックアース上で中緯度地域（日本付近）の場所を確認。

· 再び時間設定をする。（個人で考えを書いた後にグループでの話し合い活動へ）

· 中国大陸から日本に向かって雲が流れているので、西寄りの風が吹いていることを確認する。


	※ダジックアース上で赤道の位置を確認する。

（机間指導）

記述に困っている生徒には、雲の動きについて、注目する場所を再確認する。
・関心を持って調べ、話し合うことができる。【関心・意欲】（授業観察･ﾜｰｸｼｰﾄ）
・低緯度で東寄りの風が吹いている（雲が東から西に動いている）こと、中緯度で西寄りの風があることを指摘できる。【思・表】（ﾜｰｸｼｰﾄ）

	終末

５分
	７．地球規模の大気の動きについて確認する。


	· NHKオンラインのクリップ動画「地球をめぐる大気」を使用。地球全体の大気の動きを確認する。

· ワークシート回収

· 次時の予告
	





低緯度地域（赤道付近）と中緯度地域（日本付近）の大気はどのように動いているか？

































